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市
長
に
寺
田
氏
再
選

初

市

議
込
d

ふ
4

4

0

任
期
満
了
に
と
も
な
う
市
長
お
よ
び
市
議
会
議
員
選
挙
は

桜
花
咲
き
乱
れ
る
四
月
十
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
長
は
四
月
五
日
に
無
投
票
当
選
と
き
ま
り
ま
し
た
が
、

市
議
会
議
員
は
三
十
三
名
に
よ
っ
て
激
し
い
選
挙
戦
を
展

開
し
そ
の
結
果
次
の
方
が
選
ば
れ
ま
し
た
c

報

森

野

宮

治

(
五
八
)
大
町

Y
K
Kフ
ァ
ス
ナ
ー
下
請
業

自
民

大
崎

利
吉

(
五
五
)
上
村
木

農

業

無

現

西
浦

三
郎

(
四

O
)
上
村
木

会
社
員

社

現

後
藤

広
作

(
四

一
)
浜
経
由

物

品

販

売

業

無

現

長
谷
川
作
次
郎
(
五
九
)
木
江

日
本

舞

踊

自

民

現

若

島

正

敬

(
二
七
〉

本
江

会

社

員

無

新

関
口

昌
次

(五

一
)
天
神
野
新

農

業

無

現

佐
伯

新
作

(
五
三
〉
佐
伯

農

業

無

元

長
田
事
三
行
内
門

(
六
二
)
下
村
木
町

土
木
建
築
請
負
業
自

民

現

藤
井

秀
信

(
四
五
〉

東
小
路

会
社
重
役

無

現

大
久
保
松
治
ハ
四
四
)
鴨
川
町

会
社
員

社

新

河
崎
浅
之
助
ハ
五
五
)
金
山
谷

農

業

無

現

朝
野
治
作
(
四
七
)
浜
経
団

土

建

請

負

無

新

島

谷

政

隆

(
五
九
)
村
木

料

理

業

無

関
口
作
平
(
五
三
)
蛇
回

製
造
業

無

窪
田
杉
次
郎
(
六
六
)
村
木

無

職

無

市

長
寺
田

大
吉

(
臼
)
新
住
吉
町

市
長

無

現

一
市
議
会
議
員

占

l
A
一

宮

崎

直

三

(
五
五
)
北
鬼
江

1
J
園

肥
料

製

造

販

売

業

無

新

南

保

金

作

(
五

O
)
浜
経
団

会
社
員

無

新

木
田

正
信
(
四
七
)
浜
経
団

な
し

無

現

小
坂
作
次
郎

(
五
八
)
島
尻

会

社

社

長

無

新

千
田
源
次
郎
(
六
五
)
大
光
寺
町

会
社
役
員

無

現

宮
内
吉
次
郎
(
六
七
〉
木
江

会
社
重
役

無

現

野

崎

栄

吉

(
三

O
)
出

農
業
共
済
組
合
技
師

無

新

奥
村
順
平
(
五
五
)
平
沢

会
社
重
役

無

現

小
林
正
木
(
四
七
)、
三
ケ

会
社
重
役

無

新

稲
垣

文
吉

ハ
六
七
)
住
吉

青
果

関

無

現

細
川
繁
次
郎
(
五
一
ニ
〉
荒
町

会
社
重
役

無

新

河
崎
直
義
(
六
=
〔
)
金
山
谷

会

社

社

長

無

現

浦
田

与

一

(

五
八
〉

木
江

土
建
業

無

現

大
島

信

夫

合
三
ニ
〉
釈
迦
堂

日
本
電
信
電
話
公
社
職
員

無

新

市

議

選

挙

投

票

率

前
回
よ
り
一
、
ニ
八
%
低
い

投
票
率
は
九
二
・
一
%
(
男
九

0
・
七
二
%
、
女
九
三
・
三
一

%
)
で
前
回
の

九
三
二
二
八
%
(
男
九

一
・
五
五
%
、
女
九
五・

O
一
%
)
よ
り
も

了
二

八

%

低
か
っ
た
。

投
票
所
別
投
票
率
は
下
表
の
と
お
り
。
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現

場
合
に
お
け
る
給
食
お
よ
び
寝
具
の

設
備

-
そ
の
他
の
給
付

被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
、
そ
の

世
帯
主
に
助
産
費
と
し
て
五
百
円
、

被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き
、
そ
の

者
の
葬
祭
を
行
う
も
の

に
対
し
葬
祭

費
と
し
て
五
百
円
を
支
給
し
ま
す
。

半
額
を
医
師
に
支
払
い

A
V
病
気
や
け
が
を
し
た
場
合

川
県
内
の
場
合

病
気
や
け
が
を
し
た
患
者
は、

治

療
費
の
う
ち
半
分
は
直
接
医
師
に
支

動態
9.3441!:1:帯
46.768人
78人
40人
56件
4件

魚津市友道

中部印刷株式会社

人口
世帯数
人 口
出 生
死 亡
婚姻

肉U~ 婚

一
「
反
省
期
に
お
け
る
日
木
」

一
日
本

ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
長

一

一

広

島

大

学

長

森

戸

辰

男

~

一一
「
一
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
の
見
た
日
木
」

一

一一
上
智
大
学
教
授

ヨ
セ
フ

・
ロ
ゲ
ン
ド
ル
フ
一

一一
ユ
ネ
ス
コ
文
化
講
演
会

一

二

と

き

五

月

十
四
日
(
土
)

ん

一一

午
後
二
時
|
四
時

一

一一
と
こ
ろ

村
木
小
学
校
講
堂

一

二

主

催

一

新

一…

魚

津

市

教

育

委

員
会

一

一

日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
F

-

魚
津
ロ

ー
タ
リ

ー
ク
ラ
プ

一

率
| 計

93:03 
92140 
92i82 
93:40 
92185 
9~ 181 
95177 
91:15 
87161 
9':62 
92:21 
91154 
92118 
89189 
90190 
90;46 
97120 
96171 
95138 
94:74 
96135 
89179 
9lil0 
90:46 
92196 
90150 
91185 
88103 
89117 
88118 
94:26 
94141 
89153 
92118 

92110 

票
女

93166 
95:51 
93:15 
96128 
94128 
94119 
95:56 
92193 
89183 
90:00 
96:28 
93155 
93140 
88187 
91190 
90160 
97:36 
96!82 
95174 
93:55 
96133 
88:15 
91132 
89171 
96:75 
91:88 
94155 
93117 
87150 
9246 
90198 
91136 
8974 
90162 

93131 

投票所別投票率
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魚 津 第 ー
グ 第二
。 第 三
グ第四

小計
下中島
上中島
松 倉 第一
。 第 二
。 第 三
。第 四
小計
上野方
下野方 第 一
。 第二
小計
片貝第ー
グ第 二
。 第三
ぞ 第四

小計
加積第一
。 第二
小計

道 下第-
o 第 二
小計
経団第一
。第 二
小計
天神

間布施第 一
西布施 第 二

小計

計

世
帯
別
平
等
割
額
。
百
分
の

一
五

所
得
割
額
の
算
定
は
、
前
年
の
総

所
得
金
額
か
ら
基
礎
控
除
額
を
引
い

た
金
額
を
所
得
制
額
の
課
税
対
象
額

と
し
ま
す
。

資
産
割
額
は、

当
該
年
度
分
の
回

定
資
産
税
額
の
う
ち
償
却
資
産
に
課

税
さ
れ
た
税
傾
を
引
い
た
残
り
の
税

額
を
課
税
対
象
と
し
ま
す
。

被
保
険
者
均
等
割
額
は、

国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者

(
加
入
者
)
総

数
を
課
税
対
象
と
し
ま
す
。

世
帯
別
平
等
割
額
は
、
国
民
健
康

保
険
の
加
入
世
帯
総
数
を
課
税
対
象

と
し
ま
す
。

保
険
税
の
税
率

税
率
は
、
議
会
の
議
決
を
得
て
効
力

を
発
し
ま
す
。
昭
和
三
十
五
年
度
の

推
定
医
療
費
か
ら
算
出
し
た
保
険
税

の
年
税
額
は

一
世
帯
当
り
平
均
額
三

、
五

O
O円
と
な
り
ま
す
。

加
入
届
書
作
成
に
つ
い
て

国
保
加
入
届
出
書
は
、
区
長
か
ら
皆

さ
ん
方
に
お
渡
し
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
書
類
の
中
で
、
他
保
険
加
入
の
有
無

制
で
社
会
保
険
加
入
者

(
認
定
扶
養
家

族
含
む
)
の
方
は
有
と、

そ
の
他
の
方

は
無
と
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
保

険
証
を
作
る
上
に
最
も
必
要
と
な
り
ま

す
か
ら
ご
注
意
願
い
ま
す
。

ー
水
道
課
の
電
話
|

水
道
課
へ
の
電
話
は
次
の
よ
う
に
お

か
け
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
0

0
上
水
道
各
戸
給
水
申
込
み
、
修
繕
、

使
用
料
金

の
問
合
せ
は
、
四
四

O
番

。
上
水
道
工
務
関
係
、
庶
務
関
係
、
そ

の
他
の
問
合
せ
は
八
九
八
番

へ

七
時
に
も
サ
イ
レ
ン

一

消
防
署
で
は
今
ま
で
サ

イ
レ

ン
を

一

正
午
と
午
後
九
時
の
二

回
吹
鳴
し
一

て
い
ま
し
た
が
、
市
民
の
要
望
も

あ
っ
て
五
月
一
日
か
ら
は
午
前
七

時
に
も
吹
鳴
す
る
こ
と
に
な
り
一

日
に
三
回
と
な
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
(魚
津
消
防
署
)

の

変

更

区

長

〔
魚
津
〕
下
タ
町
区
H
高
橋
良
雄
、
田

方
二
区
日
三
由
利
夫
、
沖
田
区
H
稲

沢
光
之
、

金
屋

一
区
H
友
井
瀕
大
郎

金
浦
区
H
高
谷
昌
利

〔道
下
〕
村
木
十
区
H
藤

山
一閥
、
岡

仏
H
松
本
与
三
官
、
仏
国
H
M
V.験
器
三
郎

(
加
積
〕

吉
島
市
営
住
宅
H
服
部
正
義

江
口
健
造

〔松
倉〕

古
鹿
能
…H
川
平
直
作

〔
下
野
方
〕

友
道
ニ
区
H
関
口
機
吉

〔
経
田
〕
坂
の
下
リ
岩
崎
善
之
豆
、
平

伝
寺
二
区
H
一ニ
和
久
、
地
方
H
浜
本
源

治
、
浦
方
日
浜
田
文
作
、
上
坂
下
H
寺

西
一
郎
、
向
町
H
朝
野
義
雄
、
天
王
寺

H
五
島
孝
正



(2) 

正

し
く

通

行

す

る

運

動

。

五

~、

日

ら

月

-

H

人
事
官
ダ
ン
プ
カ

ー
に
ひ
か
れ
そ
く
死
H

な
ど
、
連
日
お

き
て
い
る
こ
の
よ
う
な
ひ
さ
ん
な
交
通
事
故
に
つ

い
て
、

も
っ
と
歩
行
者
側
も
交
通
法
規
を
守
っ
て
い
た
だ
き
、
な

ん
と
か
こ
れ
を
ふ
せ
ご
う
と
、
こ
ん

て
J:
涼一一一、
一一:
長
誌〈叩

J
m
v…い院
凪
B
E
E
-
-
E司
聴
猷
品

川

ど
県
下
一
せ
い
に
、
道
路
を
正
し
く

幽
圃
鼠
翻
温
調
綴
綴

幽
-
園
開
議
e
j
J
1
4
J干
も
‘
段

歩
こ
う
と
い
う
運
動
が
行
わ
れ
る
こ

組
闘
機
齢
脈
際

と
に
な
り
ま
し
た
。
魚
津
市
で
も
こ
紘
一三一
宗
祖
沼
潟
舗
道

の
運
動
を
大
き
く
と
り
あ
げ
、
市
民
が
一
つ
に
な
っ
て
進

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
こ
と
が
ら
を
よ
く
ま

も
っ
て
、
お
互
い
が
事
故
の
な
い

よ
う
い
の
ち
を
大
切
に

報市津魚昭和35年 5月 1日発行

蚊やハ工を駆除する

によい季節

春になると、蚊やハエはすさまじい勢いで繁1TIllし、

活動を再ml1Lます。

(昭和27年9月13日)
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は

じ

ま

る

い
た
し
ま
し
ょ
う
0

0
道
路
は
、
右
は
し
を
歩
く
こ

と
0

0
車
の
す
ぐ
前
、
す
ぐ
後
を
通
ら
な

い
こ
と
。

置
臨
醸
際
際
際
機
捌
脚

。
横
切
る
と
き
は
止
っ
て
、
見
て
、

温

圃

・

園

懇

待
っ
て
通
る
こ
と
。

阪
遡
酒
閣
闘
闘
闘
額

。
自
転
車
は
、
左
は
し
を
一
列
に
通

い

γ逮
温
酒
週
繍
総
議
翻

る
こ
と
。

。
道
路
に
「
物
」
を
置
い
た
り
、
出
し
た
り
し
な
い
こ

〉」
0

「
し
ん
き
ろ

(第163号)

つ
祭」

町

練

り

な

ど

|

踊

り

の

」
午
後

一
時
か
ら
水
族
館
野
外
ス
テ

1
.ジ

一一一ーー
五
日

「
菓
子
祭」
水
族
館
二
階
会
議
室

こ
の
期
間
中
は
閣
広
街
大
売
出
し、

し
ん
き
ろ
う
踊
観
光
写
真
募
集
を
し
て

お
り
ま
す
。

市
の
観
光
を
広
く
籾
介
す
る
「
し
ん

一
き
ろ
う
祭
」
は
五
月
三
日
か
ら
五
日
ま

一
で
に
ぎ
や
か
に
ひ
ら
か
れ
ま
す
。

一
お
も
な
行
事
は
次
の
と
お
り
。

-
v
A
一
三
日
|
四
日

『

品

目

し

ん
き
ろ
う
踊
町
練
り

五

日「
L
R
公
開
録
音
歌
謡
コ

ン
ク
ー
ル

世nf!tで文化的な生活環慌をつくりあげるためにも、
蚊とハエの駆除を徹底しなければなりません。蚊を駆

除するには、①水たまりは全部土砂で埋める。①防火

用水内などには 、 fì:~を飼ったり、 H寺 々 水をかえる。①

下水はたえず清掃して流れをよくする。@空かん、空

びんなどに雨水がたまらぬようにする。

/、ェ在駆除するには①コ'ミはやたらに捨てないで、

ふたのある容慌に入れる。①便所の汲取口は完全にフ

タをし、{史認にもフタをし窓、に網を張るO ①空地や川

にゴミをすてない。①肥料だめ畜舎などには網戸をは

るか、残留l噴霧をする。
× 

× 

× 
つ
ぎ
の
よ
う
に
種
痘

を
行
い
ま
ず
か
ら
該
当

者
は
も
れ
な
く
受
け
ま

し
ょ
う
。

ー
該
当
者
|

昭
和
三
十
三
年
九
月

一

日
か
ら
同
三
十
四
年
十

一
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
れ
た
も
の

O
住
民
登
録
を
さ
れ
な
い
た
め
通
知
も

れ
に
な
っ
た
方
、
ま
た
生
後

一
度
も

受
け
て
い
な
い
該
当
者
は
全
部
受
け

て
く
だ
さ
い
。

種

痘

日

定

校
下

場

所

接

種

目

検

診

臼

松

倉

連

絡

所

五
月

九
五
月
一
六

加

積

公

民

館

。

グ

経

団

連

絡

所

。

。

本

江

公
民
舘

グ

一

0
0

一
七

住

吉

公

民

館

。

。

上
中
島
連
絡
所
。

一
一
。

一
八

天

神

小

学

校

。

。

上

野

方

小

学

校

。

。

片

貝

診

療

所

。

一

一一

。

一

九

西

布

施

連

絡

所

。

。

大

町

小

学

校

。

。

村

木

小

学

校

。

一

三

。

二

O

道

下

公

民

館

。

一
七
h
q

二
四

各
日
と
も
午
後
一
時
よ
り
午
後
三
時
ま

で
で
す
。 i種 ii痘:

一
苗
代
病
虫
害
防
除
S
I
E
-
-

一

r
i
マ
ラ
ソ
ン
剤
の
撒
布
一

水
田
の
畦
畔
や
ス
ズ
メ

の
テ

ツ
ポ
ウ

ま
た
は
紫
霊
英
田
で
越
冬
し
た
ツ
マ
グ

ロ
ヨ
コ
バ
イ
の
成
虫
が
さ
か
ん
に
飛
来

し
て
き
で
い
ま
す
。
丁
度
保
温
折
衷
苗

代
の
除
紙
さ
れ
た
苗
に
加
害
し
ま
す
。

ウ
ン
カ
、
ヨ
コ
バ
イ
類
に
喰
害
さ
れ
る

と
市
が
黄
色
く
な
り
ま
す
。

本
年
は
こ
ん
な
商
代
が
方
々
で
目
立

ち
・ま
す
が
、

ウ
ン
カ
類
は
稲
の
シ
マ
ハ

ガ
レ
病
、
委
縮
病
、
ヴ
イ
ル
ス
病
な
ど

を
伝
情
し
ま
す
。
こ
の
防
除
と
し
て
は

マ
ラ
ソ

ン
粉
剤
十
ア
ー
ル
当
り
一
一
一

l
四

キ
ロ
撒
粉
す
る
か
、
同
乳
剤
一
千
倍
液

を
坪
当
り
一
一
一
分
撒
布
す
る
。
全
般
的
に

本
年
は
商
代
の
綜
合
防
除
用
(
ハ
イ
モ

チ
病
と
害
虫
類
を
ま
と
め
て
駆
除
)
と

し
て
は

川
水
銀
剤
一
千
倍
一
般
に
マ
ラ
ソ
ン
乳
剤

一
0
0
c
c
を
加
え
て
坪
当
り
二

|

三
合
撒
布

何
水
銀
剤
一
千
倍
液
に

E
P
N
乳
剤
五

0
c
c
を
加
え
て
坪
当
り
二
|一一
一合

H
W
K
C
H
 

M
M
H
4
J
e
 

付
水
銀
剤

一
千
倍
取
に
ホ
リ
ド
ー
ル
乳

剤
五

0
c
c
を
加
え
て
坪
当
り
二
|

三
合
撒
布

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
保
温
折
衷
苗
代

や
水
苗
代
で
は
、
田
摘
の
七
日
位
前
を

目
標
と
し
ま
す
。

不
活
化
急
性
灰
日
市
川
炎

ワ

ク

チ

ン

(

小

児

麻

輝

)

バ

ウ

|
申
込
み
は
初
日
ま
で

l

河
辺
守
っ

小
児
麻
博
用
ワ
ク
チ
ン
は
、
品
不
足

‘
必
仰

の
た
め
県
か
ら
市
へ
割
当
が
殆
ん
ど
な
一

向
d
J
b

一

J

a

闘膨

諸
説

か
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
た
び
割
当
が
柑
一

r
'
S』

当
あ
る
通
知
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
附
一
一

q
F
J

入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
五
片
二
十
日
ま
二

k
B
4F}

改

で
保
険
術
生
謀
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い

=
h溜
吋
中

価
絡
は
ワ
ク
チ
ン
一

0
c
c入
一
本
一

¥
ヴ
ー

五、

O
O
O
N
で
す
。

(一

人
分
注
射
一

d
y
L

量
二
C
C
)

目
前
位
に
水
銀
剤
一
千
倍
液
に
デ
イ
ド

一気
は
大
体
週
期
的
に
崩
れ
、

気
瓶
は
高
み
で
す
o

気
温
は
中
旬
す
ぎ
ま
で
は
低

農

業

季

節

リ
ン
乳
剤
な
ら
一
一

0
0
c
c
、
E
P
N
一
目
協
同
肘
肘
い
ら
は
し
り
梅
雨
が
あ
い
叩
刊
行
十
一
刊
は

A
M
M
ら

労

務

者

の

募

集

乳
剤
な
ら
一

0
0
c
cを
加
え
て
坪
当

一

り
二

、
三
合
撒
布
し
ま
す
。

一
ら
わ
れ
ま
す
の
で
、
雨
量
は
多
少
多
く

多
少
低
く
、
降
水
量
は
平
年
並
が
や
i

知

農
業
労
務
者
を
次
の
よ
う

一
な
り
、

気
瓶
は
五
月
の
前
半
に
低
況
が
多
く
、
日
照
ま
平
年
並
か
多
少
少
い
て

;

こ
T
F

っ
て
い
ま
す
。
希
望
者

発
生
を
予
怨
さ
れ
る
病
害
虫
の
防
除

一
は
い
り
や
す
く
、
児

一
し
よ
う
。

お

お

産

公

共

職
業
安
定
所
に

方
法
と
し
て
は

一霜
の
お
そ
れ

も

あ

円

五

、

六

月

の

…

六
月
概
況

つ
ゅ
は

2
削
申
込
み
く
だ
さ
い
。

泥
負
虫
(
六
月
上
旬
)
H
B
H
C
3
%
一
そ
う
で
す
o

六
月
は

天

気

概

況

や
L

平
目
に
入
り

一
時

晴

山

市

求

人

数

五

O
名
(
五
月
八
日

粉
剤
叩
ア
ー
ル
当
り

3
キ
ロ
撒
布

一
息l
目
に
つ
ゆ
に
入
り

j
o
i
e
-

・:
j
o
-
-
'
O
4
0
0
:
:
j
o
i
e
-

一
般
に
な
る
見
込
み
で
す
カ

一

|
二

五
日
)
日
給
手
取
四

O
O円、

葉
潜
一
則
(
六
月
上
旬
〉
H
泥
負
虫
と
同

一
ま
す
が
中
休
み
が
あ
り
気
瓶
は
高
目
の
前
線
が
弱
ま
り
、
中
休
み
と
な
る
時
期

一

団
摘
。
〕
吠
)

一
見
込
み
で
す
が
変
動
が
大
き
い
で
し
ょ
が
あ
り
そ
う
で
す
口
気
品
は
月
を
通
L
一滑
川
市
ー
イ
五
名
(

h

q

十
日
|
二
五
日
)

二
化
メ
イ
虫

(
六
月
中
旬
)
H
B
H
C
一
う
。

て
ま
点
目
に
な
り
そ
う
で
す
が
、
変
動

一

日
給

四

O
O円
田
陥
(
女
)

3
Mm
粉
剤
川
ア
l

w
当
り
3
キ
ロ

、

一

五
月
概
況
:
:
・
北
方
の
高
気
圧
が
次

が

大
一
三
く
数
日
続
く
低
温
も
あ
り
そ
う

一
水
橋
町
H
一一一

O
名
(
十
日
|
二
五
日
)

パ
ラ
チ
オ
ン
粉
剤
印

ア

レ
444

一

一

日
給

四

O
O円
田

伯

(
女
)

L
h
u
l
l-
M
3
一第
に
発
達
し
て
木
邦
附
近
は
気
圧
の
谷

で
す
。
降
水
量
、
日
照
と
も
大
体
平
年

一
埼
玉
県
H
八

七

名

神
奈
川
県

二一
名

キ
ロ
、
パ
ラ
チ
オ
ン
手
斉

2
ι
1
ァ
一
に
な
り
や
す
く
、
附
の
日
は
長
続
き
し
並
で
し
ょ
う
。

一

日
(
五
月
中
旬
|
六
月
末
)
仕
事
は
段

l
-w
当
り
6
斗
を
撒
布

一
な
い
で
し
ょ
う
。
と
く
仁
中
旬
か
ら
下

(
宮
山
気
象
台
発
表
)

一

耕

日

給
男
三
八

O
円
女
三
六

O
円

1
1
1
1
1
1
1I

l
i-
-
1
1
1
1

一新
潟
県
日
一
七
名

(
六
月
十
五
日
l
七

1
「

i

ー

一
(
硫
安
、
過
石
、

損
安
、
加
里
等
)

一

月
十
日
頃
)
農
耕
日
給
四

O
O円

p
c
p
の

使

、

方

回

一

稗

に

も

M'

一

ま
た
、
砂
に
混
合
し
て
も
よ
し
、
水

E
W料
品

開

賠

訴

下

旬

|

六

。

告

し

フ

と

も

効

果

町

一
に
う
す
め
て
ジ

ョ
l

ロ
で
撒
布
す
る
の

一
な
お
県
内
の
田
岡

2
%務
を

2

一も
よ
い
。
た
だ
し
一

番
除
草
の
と
き
は

一す
る
方
は
就
労
希
望一
期
間

(
例
え
ば
五

こ
と
し
か
ら
新
し
い
除
草
剤
(
水
旧
一

よ
い
。
代
施
後
三
日
位
た

っ
て
か
ら
田

一
稲
の
葉
に
薬
液
の
か
L

ら
な
い
よ
う
に

一
月
十
日

i
五
月
二

O
日
ま
で
)
を
申
出

)
と
し
て

P
C
P
が
出
ま
わ
り
ま
し
た

一
備
を
し
ま
す
n

こ
の
薬
は
雑
草
種
子
の
一
工
夫
す
る。

一
て
く
だ
さ
い
。

の
で
こ
の
使
用
法
に
つ
い
て
述
べ
て
み
一
発
芽
を
害
す
る
力
を
も
っ
て
い
る
た
め

一

地
表
一
寸
余
り
に
P
C
P
の
処
理
層

一

|

|

1

6

1

1

1

1

1

ー

ま
す
。

一
に、

撒
布
し
て
代
償
の
直
後
に
田
植
す

一
が
で
き
て
そ
の
層
に
あ
る
種
子
は
発
芽

一

三

県

公

民

舘

。
こ
の
薬
の
性
能

一
る
と
薬
害
を
起
し
て
葉
に
班
点
が
で
て

一
を
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一

連

絡

協

議

会

大

会

p
c
p
は
同
じ
除
草
哨
で
も
、

2
4
一
活
着
が
悪
く
な
り
、
初
淵
唯
一
ー
を
お
く

一
。
効
果
期
間

一

引

日

か

ら

村

木

小

学

校

で

立

わ

訂

正

削

銭

円

飢

一
刊

誌

記

持

乞

苛

一
回
在

日

誌

R
E
)
記
長
野
語
一間

芽
を
お
さ
え
る
力
を
も
っ
て
い
る
わ
け

一
ま
た
一

番
除
草
の
と
き
に

P
C
P
を
ま

一
な
り
、
三
十
五
日
位
た
っ
て
有
効
茎
数

一
二
十
一

日

(
土
)
二
十
二
日
(
日
)
の

丘

三

誌

は

い

主

一
草

川

見

守

わ

す
と
い
う
よ

り

均

九

日

打

開

昇

一
一一
日

間

詰

時

的

問

日

つ
ま
り
雑
草
種
子
の
発
芽
前
の

4
v一
0
ま
く
方
法
と
量

一
す
る
と
除
草
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に

一
よ
っ
て
、
公
民
館
活
動
の
突
際
や
青
少

撒
布
し
て
お
く
こ
と
が

大

切

で

す

一

十

ア

ー
ル
当
り
一
キ
ロ
を
標
準
と
し

一
な
り
、
つ

ま
り
P
C
P
は
四
つ
ば
い
稲

一
年
問
題
に
つ
い
て
研
究
討
議
さ
れ
る
と

O
こ
の
薬
の
よ
く
き
く
雑
草

一ま
す
o

細
か
な
粒
状
に
固
め
て
あ
る
の
一
作
の
解
消
剤
と
な
り
ま
す
。

一
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

田
碑
に
は
最
も
よ
く
き
き
ま
す
。
ゥ
一
で
、肥
料
に
混
合
し
て
ま
く
の
も
よ
い
。
一

-

シ
ノ
ケ

や
イ
モ
ナ

ギ
、
セ
リ
、

〆
ン
ベ
一

I

l

-

-

I

l

l

i

-

-

l

i

l

i

-

-

-

I

l

l

i

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

一
フ
等
一
般
の
水
田
雑
草
は
大
体
防
げ
ま
一

むど
い山

Adz-PM一一-v・3
+
…C
・C-HUH--
ぃ…

〉

一

最

近
共
同
で
田
摘
を
す
る
こ
と
が
多

す
。
試
験
の
成
績
結
果
で
は
、
水
田
雑
一
川
稲

淀

川

作
管

一一一
理

小川一

ο
一
く
な
り
ま
し
た
o

そ
こ
で
苗
取
り
が
前

草
の
八
割
位
ま
で
は
そ
の
発
生
を
抑
凶
一
九
五
万

-Y
3一一~…ふとん
-
G
一一目立去五

一
日
か
ら
行
な
仇
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が

り

汁

一
〈
〉
田
植
と
苗
令

一採
り
苗
は
暖
し
晩
な
ど
に
休
ま
せ
ぬ
こ

す
る
と
い
う
成
績
が
で
て
お
ま
す
ヵ

一

田
植
も
間
丘
、

こ
E
り
ま
し
た
が
、

一
と
で
す
o

も
し
多
く
の
採
り
苗
を
一
晩

俗
に
言
わ
れ
る
マ
ル
ス

ゲ
に
は
あ
ま
り
一
増
収
す
る
に
適
削
却
炉
え
る
こ

と
が
大

一休
ま
す
と
き
は
、

冷
涼
な
と
こ
ろ
で
保

効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
o

(

マ
ル
ス
ゲ
の

一
切
で
す
o

ど
ん
な
苗
が
適
苗
か
と
言
い
一管
し
、
余
り
温
度
の
あ
が
ら
な
い
よ
う

雑
草
効
果
三
割
位
)
な
お
和
牛
の

「
ヵ
一
ま
す
と、

鴎
種
量
と
か
苗
代
様
式
に
よ

一注
意
し
ま
し
ょ
う
。
採
り
苗
を
休
ま
す

ン
テ
ツ
」
の
伝
染
媒
介
役
を
つ
と
め
る

一
っ
て
違
い
ま
す
が
、
大
体
苗
令
で
四
、

一
場
合
、
暖
か
く
し
ま
す
と
、

苗
の
養
分

「
ヒ
メ
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
」
の
駆
除
に
は
、

一
五
集

(
不
完
全
を
含
ま
な
い
)
程
度
が

一
が
消
化
し
、
活
着
力
が
少
な
く
な
り
、

p
c
p
を
水
田
や
小
川
に
撒
布
す
る
こ

一
最
も
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
よ

一植
痛
み
も
多
く
な
り
ま
す
。

と
に
よ
っ
て

の
肥
効
土
有
什
一
下
町
さ
1

一
り
若
い
も
の
は
楠
痛
み
が
多
く
、
老
勲

一
O
苗
消
の
水

t
l

f

j

一
苗
は
活
着
や
分
け
つ
が
不
良
で
、
初
期

一

苗
拐
り
後
苗
代
の
水
を
深
水
し
て
い

て
い
ま
す
コ

一成
育
は
好
ま
し
く
な
い
の
で
注
意
し
て

一
る
場
合
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
苗

。
使
う
時
期

一
く
だ
さ
レ
。

一代
の
水
は
、
深
い

と
水
温
が
暖
か
い
た

水
田
で
は
田
揃
代
踏
の
と
き
が
最
も

一
〈
〉
共
同
田
植

一
め
商
が
軟
弱
徒
長
し
て
摘
痛
み
や
活
着

不
良
に
な
り
、
増
収
が
望
ま
れ
ま
せ
ん

か
ら
、
苗
採
り
が
終
っ
た
ら
一
時
も
早

く
浅
水
に
し
て
〈
だ
さ
い
。

。
稲
と
肥
料

今
年
は
雪
も
少
な
く
紫
雲
英
の
で
ぎ

が
大
変
よ
い
よ
う
で
す
。
苦
か
ら
本
県

の
紫
-富
山
央
の
よ
い
年
は
稲
作
不
良
と

い

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
結
局
、
紫
雲
英
の

鋤
込
み
忠一立
が
多
く
、
窒
素
過
多
、
収
腐

れ
に
よ
る
引
込
み
陥
熱
病
発
生
等
が
減

収
の
原
凶
の
よ
う
で
す
。
紫
雲
英
の
鋤

込
み
討
は
、砂
地
で
最
高
六

0
0貨
止
、

粘
土
地
で
は
い忠一前
回
O
O貫
で
止
め
る

べ
き
で
す
。
紫
一一出
英
の
肥
効
は
一

0
0

貫
目
で
硫
安
二
〆
に
当
り
ま
す
。

寄

付

三、

0
0
0
円
真
成
寺
町

滝
本
敏
雄

二、

0
0
0円
神

明

町

高
倉
恭
憲

(
高
倉
忠
昭
死
亡
に
よ
る
香
志
)

一
、
五

O
O円
本
新
加
藤
庄
右
エ
門

一、

0
0
0円

匿

名

六
O
O
円

村

木

黒

田

辰
明

三
O
O円
滑

川

高

校

生

産

業

文

化

会

舘

建

設

募

金

状

況

産
業
文
化
会
舘
は
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
す
で
に
地
鎮

祭
も
お
わ
り
、

近
く
着
工
す
る
段
階
に

す
す
ん
で
い
ま
す
。

会
館
建
設
募
金
も
各
戸
の
負
担
分
を

は
じ
め
各
業
界
分
も
逐
次
ご
理
解
を
得

て
お
り
ま
す
が
、
会
館
が
完
成
す
る
た

め
に
今
一
段
と
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

そ
の
後
の
募
金
状
況
は
次
の
よ
う
に

な
っ

て
い
ま
す
。

五

O
O、
0
0
0
円

株
式
会
社
杉
野
ク
リ
l

ナ
l
製
作
所

一
五
、

0
0
0円
住

吉

区

二
八
、
四
O
O円
沖

田

区

一
八
、
八
O
O円
寺

町

区

一O
、
C
O
O円
紺

屋

区

二、

三
二
O
円

東

栄
川
区

三
五
、
七
五

O
円

上

中
島
地
区

累

計

六

四

九
、
六
七

O
円


